
国土交通　2007. 4 6465 国土交通　2007. 4

北
海
道
医
療
対
策
協
議
会
の
取
り
組
み

北
海
道
医
療
対
策
協
議
会
は
平
成
16
年
に
設
置
さ
れ
、

北
海
道
に
お
け
る
地
域
医
療
の
充
実
・
確
保
に
向
け
、
医

師
派
遣
を
巡
る
諸
課
題
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て
検
討
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
課
題
の
整
理
が
一
定
程
度
終
了
し
、

今
後
の
取
組
み
の
方
向
性
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
こ
と

か
ら
、
18
年
度
か
ら
は
課
題
ご
と
に
分
科
会
を
新
た
に

設
置
し
、
各
課
題
に
つ
い
て
対
策
の
具
体
的
な
実
現
に
向

け
た
検
討
を
進
め
て
い
ま
す（
表
４
）。

れ
ま
で
地
域
の
医
師
確
保
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
た
大

学
が
人
手
不
足
に
陥
っ
た
結
果
、
大
学
が
派
遣
医
を
引
き

揚
げ
る
動
き
が
強
ま
り
、
地
域
の
医
師
不
足
に
拍
車
が

か
か
っ
て
い
ま
す（
図
５
）。

市
町
村
立
病
院
に
お
け
る
医
師
の
充
足
状
況

道
内
の
市
町
村
立
病
院
の
う
ち
、４
分
の
３
の
病
院
が

医
療
法
で
定
め
る
医
師
標
準
数
を
満
た
し
て
い
な
い
状
況

に
あ
り
、
深
刻
な
医
師
不
足
の
現
状
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、４
分
の
１
の
病
院
は
医
師
充
足
率
が
70
％
以
下
で

あ
り
、
診
療
報
酬
の
減
額
の
対
象
と
な
る
た
め
、
経
営
的

に
も
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

に
全
道
の
医
師
の
約
半
分
が
集
中
す
る
な
ど
、
著
し
い
地

域
偏
在
が
見
ら
れ
、
人
口
10
万
人
当
た
り
の
対
医
師
数

が
最
も
多
い
上
川
中
部
圏
と
最
も
少
な
い
根
室
圏
で
は

約
３
倍
の
格
差
と
な
っ
て
い
ま
す（
表
２
）。

ま
た
、
医
師
数
が
全
道
平
均
を
上
回
る
第
二
次
保
健

医
療
福
祉
圏
は
３
か
所
だ
け
で
、
残
る
18
圏
域
は
全
道
平

均
及
び
全
国
平
均
を
下
回
る
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
地
域

間
の
医
療
格
差
の
是
正
は
道
政
上
の
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す（
図
２
）。

最
近
の
医
師
の
状
況

無
床
診
療
所
の
増
加

医
師
の
中
に
、
相
対
的
に
拘
束
時
間
が
短
い
無
床
診
療

所
の
開
業
医
を
志
向
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
お
り
、
有
床

診
療
所
が
減
少
す
る
一
方
、
無
床
診
療
所
が
増
加
を
続

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
病
院
は
病
床
規
制
の
影
響
も
あ
り
、

漸
減
し
て
い
ま
す（
図
３
）。

女
性
医
師
の
増
加

道
内
の
女
性
医
師
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
自
体
は
医
療
提
供
体
制
に
直
接
影
響
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
女
性
医
師
は
男
性
医
師
に
比
べ
、
出
産

や
育
児
を
理
由
と
し
て
一
時
的
に
職
を
離
れ
る
場
合
が

多
い
こ
と
か
ら
、
女
性
医
師
が
勤
務
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
や
研
修
機
会
の
確
保
な
ど
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す（
表
３
）。

小
児
科
・
産
婦
人
科
医
師
の
推
移

地
域
的
な
偏
在
と
な
ら
ん
で
一
部
の
診
療
科
で
の
医

師
不
足
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
特
に
小
児
科
・
産
婦
人
科

医
師
の
減
少
が
全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
北

海
道
内
に
お
い
て
も
同
様
の
状
況
に
あ
り
ま
す（
図
４
）。

卒
後
臨
床
研
修
医
の
状
況

平
成
16
年
度
に
卒
後
臨
床
研
修
が
義
務
化
さ
れ
て
以

来
、
大
学
が
研
修
医
を
確
保
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

設
定
し
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
の
状
況

平
成
17
年
10
月
現
在

の
医
療
施
設
調
査
に
よ

る
と
、
本
道
の
病
院
数

は
６
２
０
、
一
般
診
療

所（
歯
科
診
療
所
以
外
）

は
３
３
６
３
で
す
が
、

人
口
当
た
り
の
数
で

は
、
病
院
は
全
国
９
位

（
東
日
本
で
は
１
位
）、

診
療
所
は
全
国
43
位
で

あ
り
、
病
院
中
心
の
整

備
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。一

方
、
病
床
規
模
別

の
病
院
数
で
は
、
民
間

病
院
を
含
む
全
道
ベ
ー

ス
で
は
全
国
と
同
様
の

傾
向
で
す
が
、
市
町
村

立
病
院
に
限
る
と
、
１
０
０
床
未
満
の
小
規
模
な
病
院

の
比
率
が
際
だ
っ
て
高
い
状
況
で
あ
り
、
人
口
過
疎
地
に

小
規
模
な
病
院
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す

（
表
１
）。

医
師
の
状
況

①
医
師
数
の
推
移

道
内
の
人
口
10
万
人
当
た
り
医
師
数
は
、
着
実
に
増

加
を
続
け
、
平
成
12
年
末
に
初
め
て
全
国
平
均
を
上
回
り

ま
し
た
。
平
成
16
年
末
の
10
万
人
当
た
り
医
師
数
は
、
全

国
の
２
１
１
・
７
人
に
対
し
、
全
道
２
１
６
・
２
人
と
い

う
水
準
に
達
し
て
い
ま
す（
図
１
）。

②
地
域
間
格
差

全
道
の
医
師
数
は
増
加
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
札
幌
圏

10万対医師数が全道平均を 
上回っている圏域 

10万対医師数が全道平均の 
70％以下の圏域 

10万対医師数が全道平均を 
上回っている圏域 

10万対医師数が全道平均の 
70％以下の圏域 

宗谷 
105.5人 

留萌 
126.8人 上川北郡 

148.8人 

北空知 
179.0人 上川中郡 

299.0人 

富良野 
128.6人 

十勝 
150.4人 

釧路 
159.8人 

根室 
100.4人 

日高 
119.1人 

東胆振 
151.9人 

西胆振 
236.1人 

後志 
192.9人 

北渡島檜山 
154.4人 

南渡島 
206.4人 

南檜山 
120.9人 

中空知 
186.3人 

南空知 
162.2人 札幌 

265.9人 

北網 
141.6人 

遠紋 
149.0人 

10万人当たり医師数が全道平均を上回っている圏域 

10万人当たり医師数が全道平均の70％以下の圏域 

北
か
ら
の

発
信 

広
域
医
療
シ
ス
テ
ム
の
構
築
① 

人
が
健
や
か
に
、
生
き
生
き
と
自
立
し
た
生
活
を
お

く
る
た
め
に
、
保
健（
健
康
の
増
進
と
病
気
の
予
防
）、
医

療（
け
が
や
病
気
の
治
療
）、
福
祉（
自
立
と
社
会
活
動
へ

の
参
加
）は
と
て
も
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

平
成
14
年
度
に
北
海
道
が
策
定
し
た「
北
海
道
保
健
医

療
福
祉
計
画
」で
は
、ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
＊
１

、
プ
ラ

イ
マ
リ
・ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
＊
２

、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
＊
３

の
考

え
方
を
基
本
に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
が
、
教
育
、
労
働
、

住
宅
な
ど
の
関
連
分
野
と
連
携
し
な
が
ら
、「
誰
も
が
、
住

み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
、
生
き
生
き
と
自
立
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
」を
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
現
実
に
は
北
海
道
の
医
療
を
取
り
巻
く
状
況

は
極
め
て
厳
し
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
て
い
ま
す
。

北
海
道
の
医
療
提
供
体
制
の
状
況

保
健
医
療
福
祉
圏

北
海
道
で
は
、
全
道
に
第
一
次
か
ら
第
三
次
ま
で
の
保

健
医
療
福
祉
圏
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
付
け
を
明

確
に
す
る
と
と
も
に
、
保
健
医
療
福
祉
ニ
ー
ズ
に
き
め
細

か
く
対
応
す
る
体
制
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

保
健
医
療
福
祉
圏
の
定
義
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
第
一
次
保
健
医
療
福
祉
圏（
１
８
０
圏
域
）

住
民
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
身
近
な
保
健
医
療
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
基
本
的
な
地
域
単
位
で
、
市
町

村
行
政
区
域
と
し
て
い
ま
す
。

②
第
二
次
保
健
医
療
福
祉
圏（
21
圏
域
）

比
較
的
高
度
で
専
門
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
入
院
医
療
を
完
結
す
る
地
域
単
位
と
し
て
い
ま

す
。
基
準
病
床
数
は
こ
の
圏
域
単
位
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

③
第
三
次
保
健
医
療
福
祉
圏（
６
圏
域
）

高
度
で
専
門
的
な
保
健
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
地
域
単
位
で
あ
り
、
地
域
生
活
経
済
圏
を
考
慮
し
て

図2  第二次保健医療
福祉圏別医師分布状況

表3  道内の女性医師の人数と割合

北
海
道
の
地
域
医
療
を
考
え
て
い
く
場
合
、
国
土
の

22
％
を
占
め
る
広
大
な
面
積
を
有
す
る
こ
と
、
都
市
部
と

過
疎
地
に
お
け
る
医
療
格
差
、
病
人
の
搬
送
・
通
院
と
い

っ
た
面
で
の
遠
距
離
性
、
冬
期
の
積
雪
障
害
な
ど
の
課
題

を
克
服
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
北
海
道
を
事
例
と
し
て
、
社
会

基
盤
整
備
と
医
療
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
い
う
面
か
ら
、
先

駆
的
な
取
組
み
事
例
な
ど
を
ま
じ
え
な
が
ら
、
地
方
に
お

け
る
地
域
医
療
の
課
題
と
今
後
の
方
向
性
を
探
り
ま
す
。

北海道の地域医療の現状

表1  病床規模別病院数

出典：平成17年10月1日現在（厚生労働省「平成17年医療施設調査」）
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10万人対医師数（全道） 10万人対医師数（全国） 北海道内の医師数 診療所（無床） 診療所（有床） 病院 

H2 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 年 

区　　　分 H6年度 16年度 

医 師 総 数 10,249人 12,201人 

うち女性医師数 988人 1,471人 

割　　　　　合 9.6％ 12.1％ 

区　分 全　国 

270,371 12,201 11,100 
（91.0％） 

1,101 
（9.0％） 

211.7 216.2 252.4 89.3 299.0上川中部圏 

6,089札幌圏 41南檜山圏 

根室圏 100.4

医師数 
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北海道 
全　道 市　部 町村部 最高圏域 最低圏域 

（人）

表4  北海道医療対策協議会における取組み＊
１
　
各
分
野
の
政
策
に
健
康
と
い
う
視
点
を
取
り
入
れ
て

環
境
を
整
備
し
、
住
民
も
参
加
す
る
こ
と
。

＊
２
　
健
康
増
進
か
ら
予
防
、
治
療
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
至
る
包
括
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

＊
３
　
障
害
者
や
高
齢
者
な
ど
社
会
的
に
不
利
を
負
う
人
々

が
あ
る
が
ま
ま
の
姿
で
周
囲
の
人
々
と
同
等
の
権
利
を

享
受
す
る
こ
と
。

北海道の地域医療の現状

図1  医師数の推移図3  道内における医療機関数の推移

●構成員
道内3医育大学、市町村、医師会、公的団体、民間医療機関、北海道 その他
●全体会議
・今後の取組みの方向性について、各分科会の検討結果を受けた議論
●分科会
・各課題について対策の具体的な実現に向けた検討・協議

表2  地域別医師数の比較

（1）医師派遣（紹介）連絡調整分科会（既設：名称変更、機能拡充）
・医師派遣（紹介）システムの手順、対象医療機関、スケジュールの
決定

・医師派遣（紹介）に係る全体調整の実施　など

（2）地域医療を担う医師養成検討分科会（新設）
・道内医育大学における地域枠の設定や奨学金制度の検討　など

（3）自治体病院等広域化検討分科会（新設）
・自治体病院等の機能分担や広域連携の推進方策についての検討、
産科・小児科の集約化・重点化の検討び各地域の取組みに対する
具体的な支援 など
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図4  道内の小児科・産婦人科医師数の推移図5  道内における臨床研修医の採用状況
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